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〈
宇
都
宮
理
事
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

女
性
に
も
っ
と
活
躍
の
場
を
！

　

全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
共
通

の
課
題
の
一
つ
が
、
女
性
会
員
の
獲
得
と
増

加
で
し
ょ
う
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
長
年
に
わ

た
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
区
統
括
部

会
長
と
い
う
重
要
な
役
割
を
経
験
し
て
今
期

就
任
さ
れ
た
宇
都
宮
理
事
長
に
、
ビ
ジ
ョ
ン

と
方
策
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

〈
女
性
会
員
の
現
状
は
？
〉

　

当
セ
ン
タ
ー
の
全
会
員
6
9
8
人
中
、
女

性
会
員
は
1
9
0
人
で
27
・
22
％
を
占
め
て

い
ま
す
（
2
0
1
9
年
1
月
31
日
現
在
）。

こ
こ
3
、
4
年
間
は
ほ
ぼ
お
お
き
な
変
化
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で
は
50
％
を
超
す
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
も
将
来
、

女
性
会
員
を
3
0
0
人
く
ら
い
ま
で
に
も
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
女
性
会
員
の
意
識
は
？
〉

　

全
国
の
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
理
由
が
、
男

性
で
は
「
生
き
が
い
、
社
会
参
加
」「
経
済

面
」「
時
間
的
余
裕
」「
健
康
の
維
持
」
が
そ

れ
ぞ
れ
2
～
3
割
、
一
方
女
性
で
は
「
生
き

が
い
、
社
会
参
加
」
が
5
割
近
く
を
占
め
て

い
る
そ
う
で
す
。
し
た
が
っ
て
女
性
会
員
に

つ
い
て
は
、
男
性
と
異
な
る
視
点
か
ら
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
女
性
で
60
歳
以

上
の
方
々
は
、
子
育
て
な
ど
も
終
え
て
、
男

性
よ
り
も
比
較
的
時
間
に
余
裕
の
あ
る
人
が

多
い
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
市
将
来

推
計
人
口
2
0
2
0
年
を
見
ま
す
と
、
60
～

69
歳
で
は
男
性
1 

2
，1
0
0
人
、
女
性
約

1 

3
，0
0
0
人
と
な
っ
て
お
り
、セ
ン
タ
ー

の
将
来
を
考
え
る
と
、
女
性
会
員
獲
得
が
重

要
で
す
。

〈
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
〉

　

女
性
限
定
の
入
会
説
明
会
を
増
や
し
て
女

性
会
員
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

入
会
に
は
理
事
会
の
承
認
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
承
認
手
続
き
を
も
っ
と
簡
素
化
、
迅
速

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
女
性
会
員
が
増

え
る
に
つ
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
会
員
か

ら
の
声
を
取
り
入
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
小

物
製
作
分
野
の
充
実
、
将
来
の
〈
独
自
事
業

化
〉、
セ
ン
タ
ー
理
事
へ
の
参
加
、
各
部
会

委
員
会
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
て
、
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
も
っ
と
女
性
が
か
か
わ
る
こ

と
で
、
セ
ン
タ
ー
の
活
性
化
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。
女
性
会
員
の
だ
れ
で
も
参
加
で

き
る
「
す
け
っ
と
く
ん
」
の
よ
う
な
仕
事
を

作
り
た
い
で
す
ね
。

〈
女
性
会
員
活
躍
の
場
は
あ
る
の
か
？
〉

　

セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
、
女
性
会
員
が
参
加

で
き
る
社
会
活
動
の
場
が
少
な
い
し
、
地
区

に
よ
っ
て
は
サ
ー
ク
ル
の
よ
う
な
集
ま
り
が

あ
っ
て
も
趣
味
と
し
て
の
集
ま
り
が
な
い
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
魅
力
、
関
心
が
極
め
て
薄

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
女
性
会
員
が
増

え
て
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
現
状

で
は
そ
れ
に
参
加
す
る
女
性
会
員
が
少
な
い
。

男
性
会
員
の
ご
協
力
に
も
期
待
し
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
は
？
〉

　

女
性
会
員
だ
け
の
入
会
説
明
会
を
増
や

す
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
女
性
会
員
の
活
躍
を

ど
ん
ど
ん
P
R
す
る
、
女
性
な
ら
で
は
と
い

う
誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
き
れ
い
な
仕
事
を

（注）きずなの中では「つくば市シルバー人材センター」を「センター」と称する場合があります。

◆
や
ま
び
こ
◆

　

千
葉
県
で
、
小
学
四
年
の
女
の
子
が
自
宅

で
亡
く
な
り
、
両
親
が
虐
待
の
疑
い
で
逮
捕

さ
れ
た
事
件
で
は
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
行
政
サ
イ
ド
の
不
手
際
に
は

怒
り
を
覚
え
ま
す
。
周
辺
の
住
民
は
な
ぜ
気

付
か
な
っ
た
の
か
。
子
ど
も
を
守
る
と
い
う

こ
と
は
、
大
人
の
み
ん
な
が
“
責
任
”
を
も

つ
こ
と
で
す
。
折
し
も
、「
茨
城
県
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
条
例
」
が
議
員
提
案
に
よ
り

制
定
さ
れ
、
本
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
と
の
こ
と
。
み
ん
な
が
力
を
あ
わ
せ
て
子

ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

宇都宮理事長
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増
や
す
、
男
女
差
の
な
い
仕
事
を
つ
く
る
、

女
性
会
員
中
心
の
楽
し
い
集
い
な
ど
、
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
歩
ず
つ
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
務
局
長
が
交
代
し
ま
し
た

　

4
月
の
人
事
異
動
で
矢
口
事
務
局
長
が
転

出
し
、
後
任
に
国
府
田
修
さ
ん
が
赴
任
し
ま

し
た
。
矢
口
局
長
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

自
転
車
部
で
の
職
場
体
験
実
習

　

1
月
28
日
、
29
日
、
自
転
車
部
の
自
転
車
再

生
組
み
立
て
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
で
、
吾
妻
中
学

校
の
8
学
年
生
3
名
の
生
徒
が
職
場
体
験
実
習

授
業
の
一
環
と
し
て
、
自
転
車
修
理
の
体
験
を

行
い
ま
し
た
。
3
名
は
自
転
車
部
の
目
的
や
運

営
方
針
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
寒
風
が
吹
く

野
外
で
部
員
の
指
導
の
も
と
に
パ
ン
ク
修
理
、

タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
、
ブ
レ
ー
キ
ワ
イ
ヤ
ー
等
の

交
換
で
専
用
工
具
を
駆
使
し
て
修
理
を
行
い
、

取
り
外
し
た
部
品
の
管
理
や
修
理
後
の
点
検
、

調
整
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
古
の
自
転
車
は
錆
や
破
損
箇
所
が
多
く
、

部
品
の
取
り
外
し
や
解
体
に
は
力
、
技
術
や
経

験
が
必
要
で
悪
戦
苦
闘
す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
自
転
車
部
の
事
業
は
、
放
置
自
転
車
や

回
収
し
た
自
転
車
の
リ
ユ
ー
ス
を
推
進
（
処
分

委
託
）
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
自
転
車
は
安
全
整
備
士
の
資
格

を
も
つ
部
員
に
よ
っ
て
点
検
修
理
さ
れ
、
防
犯

登
録
、
自
転
車
保
険
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
）
に
加
入

し
た
も
の
を
販
売
す
る
な
ど
安
全
面
で
も
万
全

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
生
徒
さ
ん
も
普
段
何
気

な
く
乗
っ
て
い
る
自
転
車
を
安
全
に
正
し
く
乗

る
た
め
に
、
点
検
・
整
備
の
大
切
さ
な
ど
多
く

の
こ
と
を
学
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
部
の
地
道
な
努
力
が
地
域
に
根
づ
き
、

環
境
の
改
善
の
み
な
ら
ず
、
学
校
教
育
の
場
ま

で
お
よ
ん
で
い
ま
す
。
作
業
環
境
な
ど
は
ま
だ

ま
だ
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ
る
点
は
あ
り
ま
す

が
、
独
立
事
業
と
し
て
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

剪
定
技
術
講
習
会
盛
況
！

　

平
成
最
後
の
剪
定
作
業
の
技
術
講
習
会

が
、
1
月
23
日
大
穂
地
区
前
野
の
N
邸
の
庭

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
は
受
講
者

55
名
、
講
師
9
名
が
参
加
し
、
庭
園
内
の
大

き
な
槇
、
松
、
梅
、
低
木
の
庭
木
さ
ら
に
各

種
果
樹
に
対
し
、
3
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
講

師
の
指
導
に
沿
っ
て
剪
定
作
業
の
講
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

自転車修理を教わる中学生たち

＜会員数（人）＞
平成31年 1 月31日

地区 男 女 小計
筑波 49 23 72
大穂 34 16 50
豊里 38 17 55
桜 78 31 109

谷田部 161 57 218
茎崎 148 46 194
計 508 190 698

（男女比率
 72.78％　27.22％）

2020年におけるつくば市
将来推計人口（人）

年令 男 女 （計）
0～59歳 89,672 84,168 173,840

（60歳以上）
60～64歳 6,002 6,233 12,235
65～69歳 6,127 6,674 12,801
70～74歳 6,653 7,028 13,681
75～79歳 4,558 5,062 9,620
80～84歳 2,827 3,743 6,570
85～89歳 1,616 2,951 4,567
90歳～ 728 2,661 3,389
（計） 28,511 34,352 62,863
合計 118,183 118,520 236,703
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剪
定
作
業
は
樹
木
の
種
類
に
よ
っ
て
樹
幹
、

枝
や
葉
の
切
断
方
法
が
樹
種
に
よ
っ
て
異
な

り
、
同
じ
木
で
あ
っ
て
も
残
す
枝
、
切
断
す

る
枝
の
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
樹
種

を
見
分
け
、
剪
定
技
術
の
習
得
に
は
経
験
と

熟
練
が
必
要
な
業
務
で
す
。
ま
た
、
大
き
な

樹
木
で
は
三
脚
を
使
っ
た
高
所
で
の
作
業
も

多
く
、
足
場
も
悪
い
中
で
の
こ
ぎ
り
や
ハ
サ

ミ
を
使
う
た
め
、
作
業
中
の
落
下
な
ど
の
危

険
が
極
め
て
高
い
作
業
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

受
講
者
は
講
師
か
ら
服
装
、
安
全
の
確
保

や
樹
種
の
名
称
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
に

実
際
の
剪
定
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
邸
内
の

所
々
で
剪
定
し
て
い
る
樹
木
の
周
り
に
集

ま
っ
て
、
講
師
に
切
り
落
と
す
枝
な
ど
を
質

問
し
た
り
、
指
示
さ
れ
る
な
ど
技
術
の
習
得

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
受
講
生

の
皆
さ
ん
、安
全
作
業
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

〈
会
員
に
対
す
る
研
修
会
〉

新
規
会
員
の
送
り
出
し
教
育
研
修

　

今
年
度
4
月
～
9
月
に
新
規
会
員
の
送
り

出
し
研
修
が
1
月
28
日
大
穂
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
新
規
会
員
25
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
株
式
会
社
ア
ッ
プ
グ
ロ
ー
ス
の

宝
田
佳
永
子
氏
を
招
聘
し
、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
誤
解
が
引
き
起
こ
す
苦
情
と
対
策
』

と
題
し
、
⑴
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
く
会
員
の
役

割
、
⑵
接
遇
の
基
本
、
⑶
苦
情
対
応
の
基
本

に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

送
り
出
し
教
育
研
修
は
、
セ
ン
タ
ー
と
し

て
初
め
て
の
試
み
で
、
新
規
会
員
が
シ
ル

バ
ー
の
会
員
と
し
て
初
め
て
就
業
先
の
職
場

に
着
く
際
の
心
構
え
と
接
客
・
接
遇
の
基
本

を
改
め
て
確
認
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。9
月
以
降
に
新
規
加
入
者
に
つ
い
て
は
、

3
月
下
旬
に
同
様
の
研
修
を
行
い
、
就
業
先

の
職
場
に
円
滑
に
適
応
し
、
就
業
直
後
の
ト

ラ
ブ
ル
や
早
期
退
職
な
ど
が
少
な
く
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
会

　

例
年
、
実
施
し
て
い
る
入
会
3
年
目
と
6

年
目
の
会
員
に
対
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修

会
が
2
月
27
日
、
3
月
8
日
に
大
穂
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
両
日
で
会
員
46
名
が
出
席

し
ま
し
た
。
今
年
度
も『
接
客
・
接
遇
』に
つ

い
て
行
い
、送
り
出
し
教
育
研
修
と
同
様
に
、

株
式
会
社
ア
ッ
プ
グ
ロ
ー
ス
の
宝
田
佳
永

子
氏
に
よ
る
、『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

誤
解
が
引
き
起
こ
す
苦
情
と
対
策
』の
レ
ク

チ
ャ
ー
で
す
。
⑴
サ
ー
ビ
ス
業
で
働
く
会
員

の
役
割
、
⑵
接
遇
の
基
本
、
⑶
苦
情
対
応
の
基

本
に
つ
い
て
改
め
て
教
わ
り
、
就
業
中
の
職

場
で
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ベテランの指導員と受講生たち

リフレッシュ研修会の会場
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〈
日
本
の
農
業
と
緑
を
守
る
〉

　
横
浜
植
物
防
疫
所

�

つ
く
ば
ほ
場
探
訪

　
「
外
国
人
が
多
く
な
っ
た
ね
。
マ
ン
ゴ
、

ア
ボ
ガ
ド
、
ブ
ド
ウ
、
外
国
産
の
カ
ボ
チ
ャ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
玉
ネ
ギ
、
花
卉
類
も
豊
富

に
売
ら
れ
種
類
も
多
い
ね
！
」、「
一
昔
前
は

病
害
虫
の
関
係
で
輸
入
で
き
な
か
っ
た
も
の

も
あ
る
よ
ね
」

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
人
の
往
来
、
国
際

貿
易
の
活
発
化
に
よ
っ
て
物
流
が
大
幅
に
増

加
し
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
野
菜
、
果
物
、

苗
木
、
球
根
な
ど
植
物
の
種
類
や
量
も
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
病
害
虫
が

侵
入
す
る
危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ひ

と
た
び
病
害
虫
が
侵
入
す
る
と
、
根
絶
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
既
存
の
植
物
へ
の
被
害
も

甚
大
と
な
り
ま
す
。
心
配
で
す
、
大
丈
夫
な

の
で
し
ょ
う
か
？

　

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
前
に
あ
る

輸
入
果
物
、
野
菜
、
球
根
、
苗
木
、
種
子
や

大
量
の
穀
物
な
ど
す
べ
て
の
輸
入
品
は
農
林

水
産
省
の
植
物
防
疫
所
が
病
害
虫
を
も
っ
て

い
な
い
か
港
や
空
港
で
常
に
監
視
し
、
病
害

虫
の
侵
入
の
防
波
堤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
店

頭
に
並
ん
で
い
る
果
物
や
野
菜
は
、
必
ず
植

物
防
疫
所
の
防
疫
官
の
検
査
や
確
認
を
経
て

い
ま
す
。
防
疫
官
は
港
や

空
港
で
、
さ
ら
に
郵
便
物
、

手
荷
物
品
な
ど
日
本
に
持

ち
込
ま
れ
る
穀
物
や
植
物

に
『
植
物
検
疫
検
査
証
明

書
』
が
添
付
さ
れ
て
い
る
か

検
査
し
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
が

な
い
か
、
さ
ら
に
ミ
バ
エ
な

ど
の
成
虫
や
卵
が
付
着
し

て
い
な
い
か
等
の
病
害
虫

の
有
無
を
目
視
、
時
に
は
サ

ン
プ
リ
ン
グ
し
て
精
密
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
輸

出
国
に
よ
っ
て
発
生
病
害
虫
も
異
な
り
ま
す

が
、事
前
に
病
害
虫
発
生
の
情
報
を
収
集
し
、

水
際
で
侵
入
を
防
ぎ
、
日
本
の
農
業
と
緑
を

守
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
中
で
果
樹
苗
木
、
花
の
球
根
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
（
種
イ
モ
）
等
は
全
国
に
6
ケ
所
あ

る
隔
離
ほ
場
施
設
で
栽
培
を
し
、
ウ
イ
ル
ス

等
を
病
徴
観
察
や
遺
伝
子
診
断
法
で
調
べ
て

い
ま
す
。
つ
く
ば
ほ
場
も
そ
の
一
つ
で
、
神

奈
川
県
大
和
市
か
ら
7
年
前
に
移
転
し
た
新

し
い
施
設
で
す
。
こ
の
施
設
で
苗
木
は
1
年

間
、
球
根
は
1
作
期
育
て
ら
れ
、
主
に
葉
を

サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
て
ウ
イ
ル
ス
等
に
感
染
し

て
い
な
い
か
検
査
し
、
発
生
が
な
け
れ
ば
苗

木
類
を
輸
入
業
者
に
引
き
渡
し
、
発
生
が
あ

れ
ば
廃
棄
処
置
を
講
じ
ま
す
。
過
去
に
柑
橘

類
に
付
く
ミ
バ
エ
が
沖
縄
か
ら
奄
美
本
島
に

入
り
、
増
殖
し
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

の
で
、
ミ
バ
エ
の
雄
だ
け
を
誘
引
し
て
捕
獲

す
る
方
法
で
防
除
す
る
ま
で
に
18
年
を
要
し

た
そ
う
で
す
。
ひ
と
た
び
病
害
虫
が
侵
入
す

る
と
防
除
に
膨
大
な
年
月
と
費
用
が
か
か

り
、
地
域
経
済
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
植
物
防
疫
所
は
、

日
本
の
農
業
と
緑
を
守
る
た
め
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

隔離ハウス内での苗木の検査

表
紙
の
説
明

　

牛
久
沼
辺
り
で
時
お
り
見
か
け
る
カ
モ
メ

が
、
オ
オ
バ
ン
の
食
事
に
割
り
込
も
う
と
し
て
、

追
い
た
て
ら
れ
る
シ
ー
ン
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「
ふ
か
ふ
か
の
布
団
で
す
よ
！
」

　

－

高
齢
者
布
団
丸
洗
い

�

乾
燥
集
配
事
業

－

　

セ
ン
タ
ー
は
つ
く
ば
市
が
行
っ
て
い
る
高

齢
者
助
成
事
業「
布
団
丸
洗
い
乾
燥
集
配
」の

業
務
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
高
齢
者
所
帯
に
対

し
、
年
に
1
回（
寝
た
き
り
の
老
人
が
い
る

世
帯
は
2
回
）、
掛
け
布
団
、
敷
布
団
、
毛

布
を
無
料
で
業
者
に
よ
る
布
団
丸
洗
い
乾
燥

の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
制
度
で
す
。

　

業
務
は
、
高
齢
者
世
帯
か
ら
寝
具
3
点
を

受
け
取
り
、
乾
燥
業
者
の
施
設
に
搬
入
し
、

12
日
後
に
乾
燥
さ
れ
た
3
点
セ
ッ
ト
を
各
世

帯
ま
で
送
り
届
け
る
仕
事
で
す
。
現
在
2
名

1
組
の
3
チ
ー
ム
で
、
茎
崎
・
つ
く
ば
地
区
、

さ
く
ら
地
区
、
大
穂
・
豊
里
・
谷
田
部
地
区

に
分
け
て
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
を
組
ん
で
2
年
目
の
沼
尻
さ
ん
と

大
越
さ
ん
に
、
業
務
の
方
法
、
仕
事
で
の
楽

し
み
や
苦
労
話
を
伺
い
ま
し
た
。
お
二
人
は

茎
崎
・
つ
く
ば
地
区
を
担
当
し
、
高
齢
者
世

帯
の
4
0
0
～
5
0
0
件
を
1
年
か
け
て
全

戸
を
回
っ
て
い
ま
す
。
週
2
回
（
木
、
金
曜

日
）
布
団
を
受
け
取
り
、
乾
燥
施
設
に
搬
入

し
、
乾
燥
が
終
わ
っ
た
布
団
の
納
品
は
、
週

2
回
（
搬
入
か
ら
12
日
後
の
火
、
水
曜
日
）

行
い
、
週
に
20
件
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま

す
。
受
け
取
り
と
納
品
の
際
は
、
電
話
で
順

に
ア
ポ
を
取
り
、
納
品
時
に
市
か
ら
配
布
さ

れ
て
い
る
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
、
半
年
後
に

カ
ー
ド
を
整
理
し
て
市
に
提
出
し
ま
す
。
二

人
の
お
話
で
は
、「
そ
り
ゃ
人
さ
ま
相
手
の

仕
事
で
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
の
が
う
れ
し
い
、
長
く
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
若
い
人

と
同
居
し
て
い
る
世
帯
は
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
な
い
の
で
す
。
も
っ
と
多
く
の

人
が
利
用
で
き
れ
ば
、
た
く
さ
ん
働
け
て
い

い
の
に
ね
（
笑
）。」
と
の
こ
と
。
ご
苦
労
さ

ま
。無
事
故
、安
全
運
転
で
お
願
い
し
ま
す
！

〈
研
修
会
報
告
〉

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
い
ま
の
社
会

で
は
、
我
わ
れ
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
も
絶
え

ず
自
己
研
鑽
を
積
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
2
0
1
9
年
2
月
22
日
、
公
益
社
団
法

人
龍
ケ
崎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
龍
ケ
崎

S
J
C
）の
ご
厚
意
で
、
我
が
セ
ン
タ
ー
課
題

の
空
き
家
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
・
新
総
合
事

業
、
女
性
会
員
の
入
会
や
就
業
な
ど
に
つ
い

て
、
す
で
に
実
施
中
の
同
セ
ン
タ
ー
で
研
修
す

る
機
会
を
得
ま
し
た
。
塚
本
理
事
長
さ
ま
は

じ
め
幹
部
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
各
案
件
の
立

ち
上
げ
か
ら
問
題
点
な
ど
の
ご
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
を
通
し
て
、
行
政
サ
イ
ド
と
の
緊
密

な
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
な
ど
、
実
際
に

携
わ
っ
て
い
る
方
た
ち
な
ら
で
は
の
貴
重
な

お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
龍
ケ
崎

S
J
C
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
の
あ
と
は
、
県
内
の
大
手
乳
製

品
メ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
明
治
の
守
谷
工
場
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
ご
存
知
の
明
治
ブ

ル
ガ
リ
ア
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
R

－

1
な
ど
を
生
産

し
て
い
る
主
力
工
場
の
一
つ
で
す
。
こ
の
日

守
谷
市
内
で
気
づ
い
た
こ
と
は
、
新
し
い
住

宅
が
多
く
立
ち
並
び
、
下
校
中
の
子
ど
も
た

ち
を
数
多
く
見
か
け
た
こ
と
で
し
た
。
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
波
及
効
果
は
絶
大
で
す
。

温かいフトンを高齢者に届ける大越会員
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今
年
も
贈
り
物
！

　

女
性
活
躍
委
員
会
で
は
数
年
前
か
ら
、
小

学
校
新
入
生
の
入
学
祝
い
と
し
て
、
コ
ッ
プ

や
お
箸
な
ど
を
入
れ
る
巾
着
袋
の
贈
り
物
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
2
月
27
日
、
今

鹿
島
、
沼
崎
、
上
郷
の
3
つ
の
小
学
校
に
入

学
す
る
新
入
生
全
員
1
4
0
名
に
、
か
わ
い

い
い
包
装
紙
で
巾
着
袋
を
包
み
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
人
材
セ
ン
タ
ー
の
チ
ラ
シ
を

添
え
た
封
筒
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
校
長

先
生
に
届
け
ま
し
た
。

　

巾
着
袋
は
セ
ン
タ
ー
女
性
活
躍
委
員
会
の

会
員
の
有
志
が
毎
月
、
第
1
、
第
3
水
曜
日

に
セ
ン
タ
ー
談
話
室
に
集
ま
り
、
一
つ
一
つ

色
や
模
様
の
異
な
る
布
で
丁
寧
に
真
心
を
込

め
て
製
作
し
た
も
の
で
す
。
毎
年
、
恒
例
と

し
て
い
く
つ
か
の
学
校
に
届
け
て
い
る
た

め
、
新
入
生
や
お
母
さ
ん
方
も
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
、
学
校
の
教
材
入
れ
と
し
て
卒

業
す
る
ま
で
使
っ
て
い
る
生
徒
も
た
く
さ
ん

い
る
よ
う
で
す
。

　

女
性
会
員
に
よ
る
こ
の
サ
ー
ク
ル
活
動

は
、
地
域
に
確
実
に
密
着
し
、
女
性
会
員
の

交
流
の
場
と
し
て
根
づ
き
、
参
加
者
も
年
々

増
え
、
い
ろ
い
ろ
な
製
作
品
が
作
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
品
々
は
販
売
さ
れ
、
希
望

者
は
購
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
巾
着
袋

を
新
入
生
に
贈
る
活
動
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
り
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
化
に
ま
で
発
展
す
る

こ
と
が
み
な
さ
ん
の
夢
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
新
入
会
員
の
傾
向
！

　

4
月
～
2
月
ま
で
に
入
会
審
査
を
受
け
、

入
会
し
た
会
員
は
99
名
に
な
り
ま
し
た
（
1

月
、
2
月
に
審
査
を
受
け
、
4
月
以
降
に
入

会
を
希
望
す
る
人
を
除
く
）。
男
女
の
内
訳

は
、
男
性
69
名
、
女
性
30
名
、
平
均
年
齢
は
、

男
性
69
・
0
歳
、
女
性
68
・
3
歳
、
最
高
年

齢
は
そ
れ
ぞ
れ
79
歳
、
78
歳
で
し
た
。

　

第
一
希
望
の
職
種
を
見
る
と
、
女
性
は
屋

内
外
の
雑
役
・
清
掃
作
業
が
14
人
、
約
50
％
、

調
理
・
食
品
関
係
作
業
が
3
人
で
残
り
の
方

は
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
業
務

を
希
望
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
男
性
は
建

物
管
理
、
建
物
一
部
管
理
が
24
人
、
35
％
、

屋
内
外
の
雑
役
・
清
掃
作
業
関
連
が
12
人
、

17
％
、植
木
・
造
園
工
事
、除
草
作
業
が
9
人
、

13
％
と
、
こ
の
3
職
種
で
45
人
、
65
％
、
残
り

の
方
は
事
務
関
連
、
表
具
・
表
装
作
業
、
駐
車

場
管
理
な
ど
の
希
望
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

男
女
と
も
特
定
の
職
種
に
希
望
者
が
集
中

し
、
と
く
に
男
性
の
場
合
、
建
物
関
連
の
管

理
業
務
に
希
望
が
多
く
、
競
合
に
よ
っ
て
就

業
先
の
確
保
が
難
し
く
な
る
可
能
性
が
あ
り

入学祝いを贈る女性会員たちと小学校校長

希望職種（第一希望） 人数 ％

女性
（30人）

屋内外の雑役・清掃作業 14 46.6
調理・食品関係作業 3 10.0
除草作業 2 6.7
販売 2 6.7
その他（事務、育児サービスなど） 9 30.0

男性
（69人）

建物管理、建物一部管理 24 34.7
屋内外の雑役・清掃作業関連 12 17.4
植木・造園工事、除草作業 9 13.0
事務関連 5 7.2
表具　表装作業 3 4.4
駐車場管理 3 4.4
荷造・運搬作業、自動車運転 3 4.4
配達、販売 2 2.9
その他の屋外作業、製造作業など 8 11.6
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ま
す
。
理
事
会
、
事
務
局
と
し
て
も
集
中
す

る
職
種
の
対
策
や
、
就
業
先
の
拡
大
や
新
規

開
拓
に
精
力
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

コ
ラ
ム

〈
陶
淵
明
先
生
に
学
ぶ
〉

　

中
国
の
田
園
詩
人
と
し
て
名
高
い
陶
潜

（
字
は
淵
明
、紀
元
後
4
～
5
世
紀
）の
詩「
移

居
（
居
を
移
す
～
田
舎
へ
引
っ
越
す
）」
中

に
次
の
句
あ
り
。「
衣
食
ま
さ
に
す
べ
か
ら

く
紀
す
べ
し
、
力
耕
（
り
き
こ
う
）
吾
を
欺

（
あ
ざ
む
）
か
ず
」。
意
は
、
衣
食
は
自
分
で

工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
一
生
懸
命
に
農

作
業
を
や
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
し
っ
か
り
と

つ
い
て
く
る
も
の
だ
。
あ
え
て
上
役
に
膝
を

屈
す
る
こ
と
な
く
、
見
切
り
を
つ
け
て
田
舎

生
活
を
選
ん
だ
淵
明
先
生
に
共
感
！

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
組
織
や
企
業

の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
（
H
P
）
を
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
も
こ
れ
ま
で
に
H
P
を
開
設

し
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
パ
ソ
コ
ン
か
ら
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
期
の
役
員
会
で

H
P
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
動
き
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
総
務
部
会
は
①
H
P
が
何
の
た

め
に
あ
り
、
誰
に
向
か
っ
て
何
を
公
開
し
て

い
る
か
、
②
外
部
の
人
、
会
員
が
見
た
く
な

る
よ
う
な
形
式
や
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る

か
、
③
時
代
に
即
し
た
対
応
に
な
っ
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
村
の
人
材
セ
ン

タ
ー
の
H
P
を
参
考
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
H
P
を
新
た
に
更
新
す
べ
き

と
の
意
見
が
多
く
、
あ
ら
た
に
予
算
を
確
保

し
、
広
報
委
員
会
を
中
心
に
更
新
作
業
を
進

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
初
旬
、
業
者
を
選
定
し
、
上
記
3

項
目
を
考
慮
し
つ
つ
公
開
す
る
項
目
や
内

容
、
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
に
入
り
、
何
回
か
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。「
き
ず
な
26

号
」
が
皆
様
の
手
元
に
届
く
4
月
に
は
、
何

と
か
完
成
さ
せ
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
か
ら

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
し
い
H
P
の
ド
メ
イ
ン
は
、http://

w
w
w
.tsukuba-sjc.or.jp/

と
な
り
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！

ご
案
内

　

入
会
説
明
会
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。
入

会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
直
接
会
場
に
お
越
し

下
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
電
話
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

臨
時
職
員
紹
介

　

1
月
か
ら
阿
部
真
理
子
さ
ん
が
事

務
局
に
入
り
ま
し
た
。
阿
部
さ
ん
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
な
ど
情
報
関

係
に
詳
し
く
、「
事
務
局
だ
よ
り
」、

「
き
ず
な
」
な
ど
の
広
報
に
関
す
る

業
務
を
担
当
し
、
見
直
し
中
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
作
成
に
精
力

を
注
い
で
頂
い
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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◆
き
ず
な
原
稿
募
集

　
「
き
ず
な
」
の
原
稿
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。
就
業
先
で
の
出
来
事

や
体
験
談
、
身
近
な
出
来
事
等
々
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
些
少
で
は
あ

り
ま
す
が
執
筆
謝
礼
を
ご
用
意
い
た

し
ま
す
。

7
月
11
日（
木
）

6
月
13
日（
木
）

5
月
9
日（
木
）

4
月
11
日（
木
）

月　

日

1
時
30
分
～

1
時
30
分
～

1
時
30
分
～

1
時
30
分
～

時　

間

大
穂
庁
舎
3
階

大
穂
庁
舎
3
階

大
穂
庁
舎
3
階

大
穂
庁
舎
3
階

場　

所


